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令
和
四
年
度
『
墨
友
講
習
会
』
の
実
施
に
つ
い
て 

 
～
『
墨
友
』
指
導
者
の
た
め
の
「
指
導
者
支
援
講
習
会
」
お
よ
び
書
道
協
会
会
員
の
た
め
の
「
協
会
員
講
習
会
」
～ 

 

【
墨
友
講
習
会
に
つ
い
て
】 

◆
［
午
前
］…
宮
﨑
県
書
道
協
会
会
員
で
『
墨
友
』
を
利
用
し
て
指
導
し
て
お
ら
れ
る
方
へ
の
「
指
導
者
支
援
講
習
会
」 

◆
［
午
後
］…

書
道
協
会
会
員
の
皆
様
が
、
楽
し
く
深
く
書
道
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
「
書
道
協
会
員
講
習
会
」 

午
前
の
「
指
導
者
支
援
講
習
会
」
は
、
書
道
協
会
会
員
の
書
塾
経
営
者
を
対
象
と
し
て
、
教
育
部
で
は
書
写
指
導
の

基
礎
や
墨
友
で
取
り
扱
う
課
題
の
解
説
。
一
般
部
で
は
、
墨
友
で
取
り
扱
う
漢
字
・
仮
名
の
古
典
解
説
や
古
典
の
見
方

・
捉
え
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
講
座
修
了
後
は
『
墨
友
』
優
良
指
導
者
認
定
証
や
、
金
属
プ
レ
ー
ト
製
の
認
定
証
（
希

望
者
）
を
発
行
し
ま
す
。
本
講
習
の
既
習
者
や
書
塾
経
営
者
で
な
く
て
も
書
道
協
会
員
で
あ
れ
ば
受
講
可
能
で
す
。 

午
後
の
「
書
道
協
会
員
講
習
会
」
は
、
会
員
の
皆
様
の
書
活
動
が
よ
り
楽
し
く
深
く
な
る
よ
う
に
様
々
な
企
画
を
準

備
し
て
い
き
ま
す
。
午
後
の
み
の
受
講
も
大
歓
迎
で
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
講
習
日
時
】 

令
和
五
年 

三
月
二
十
一
日
（
火
・
祝
） 

 
 
 
 
 
 
 

○
「
指
導
者
支
援
講
習
会
」
は
午
前
九
時
か
ら
受
付 

九
時
半
開
講 

 
 
 
 
 
 
 

○
「
書
道
協
会
員
講
習
会
」
は
十
二
時
半
か
ら
受
付 

十
三
時
開
講 

 

十
六
時
終
了
予
定 

 

【
講
習
会
場
】 

 

宮
崎
市
民
文
化
ホ
ー
ル 

二
階
大
会
議
室 

 

（
宮
﨑
市
花
山
手
東
三―

二
五―

三
） 

  

【
指
導
者
支
援
講
習
会
】 

〈 

九
時
半 

～ 

十
二
時 

〉 

一
、
受
講
資
格 

 
 
 

①
宮
崎
県
書
道
協
会
の
正
会
員
で
あ
る
こ
と
。（
非
会
員
の
方
で
も
当
日
入
会
可
能 

※
入
会
費
別
途
） 

②
過
去
の
受
講
経
験
者
（
修
了
者
）
で
も
受
講
可
能
で
す
。 

二
、
講
習
形
式 

 

教
育
部
、
一
般
部 

各
六
十
分×

二
講
座
（
選
択
で
は
あ
り
ま
せ
ん
） 

 
  

三
、
内
容
・
講
師 

教
育
部
、
一
般
部
各
一
講
座
（
講
師
は
墨
友
編
集
委
員
が
あ
た
る
） 

四
、
受
講
料 

 
 

一
人 

二
千
円
（
午
後
の
講
座
を
含
む
終
日
の
受
講
料
で
す
）
※
当
日
入
会
の
方
は
別
途
入
会
費
が
必
要
で
す
。 

五
、
受
講
認
定 

 

『
墨
友
』
優
良
指
導
者
認
定
証
の
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
部
お
よ
び
一
般
部
の
四
講
座
を
二
ヶ
年
に
わ
た
り
受
講
終
了
し
た
者
に
対
し
て
修
了
証（
紙
）

を
発
行
し
、
希
望
に
よ
り
、
認
定
証
（
金
属
製
プ
レ
ー
ト
で
屋
外
掲
出
可
）
を
有
償
で
交
付
す
る
。 

 
 

六
、
そ
の
他 

 
 

指
導
者
支
援
講
習
の
修
了
者
で
希
望
す
る
者
に
は
、
宮
崎
県
書
道
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
書
道
塾

の
紹
介
を
行
う
。 

 
 【

書
道
協
会
員
講
習
会
】 

〈 

十
三
時 

～ 

十
六
時 

〉 

一
、
受
講
資
格 

 

宮
崎
県
書
道
協
会
の
正
会
員
で
あ
る
こ
と
。 

二
、
講
習
形
式 

 

書
道
に
関
す
る
内
容
の
一
二
〇
分
講
座 

三
、
内
容
・
講
師 

「
墨
に
親
し
む
～
ミ
ニ
永
楽
庵
～ 

 

講
師
：
影
林 

清
彦 

氏
〈
（
株
）
墨
運
堂
〉  

四
、
受
講
料 

 
 

一
人 

千
円
（
午
前
中
か
ら
継
続
の
方
は
不
要
） 

 

 

【
受
講
の
申
し
込
み
】 

 
 
 
 

午
前
・
午
後
の
講
座
と
も
に
宮
崎
県
書
道
協
会
『
墨
友
事
務
局
』
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

☎
（
〇
九
八
五
）
二
二―

二
八
五
六 

〔
月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
〕 

 
 

※
資
料
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

※
午
前
中
か
ら
の
受
講
者
は
お
弁
当
（
六
百
円
）
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。 

※
申
し
込
み
〆
切
は
、
二
月
末
日
と
し
ま
す
。 


